
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
１
９
９

８
年
に
発
足
後
、
四
半
世
紀
を

経
過
し
、
結
成
時
に
は
「
四
つ

の
目
標
」
を
掲
げ
、
①
管
理
職

の
職
責
に
相
応
し
い
処
遇
、
②

退
職
後
の
安
定
し
た
普
通
の
生

活
、
③
仕
事
に
誇
り
が
も
て
る

こ
と
、
④
国
土
交
通
省
と
公
共

事
業
が
国
民
に
と
っ
て
不
可
欠

の
存
在
に
な
る
こ
と
を
目
標
に

運
動
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
管
理
職
特
別
勤
務

手
当
の
創
設
・
改
善
や
、
再
任

用
の
全
地
整
へ
の
拡
大
と
フ
ル

タ
イ
ム
採
用
、
更
に
は
、
昨
年

度
か
ら
連
続
し
て
地
整
で
１
０

１
名
の
増
員
を
勝
ち
取
っ
て
来

ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
を

巡
る
状
況
は
加
速
度
的
に
変
化

し
て
い
ま
す
。

政
治
と
行
政
の
面
で
は
、
安

倍
自
民
党
長
期
政
権
の
も
と
モ

リ
、
カ
ケ
問
題
が
発
生
し
、
菅

政
権
と
な
っ
て
も
東
北
新
社
問

題
な
ど
、
行
政
を
私
物
化
す
る

問
題
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
当

事
者
で
あ
る
担
当
省
庁
は
証
拠

隠
滅
を
図
る
な
ど
政
治
家
の
方

向
ば
か
り
を
見
て
、
国
民
に
対

す
る
「
説
明
責
任
」
を
果
た
そ

う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
内
閣
人

事
局
に
よ
る
官
僚
人
事
掌
握
の

弊
害
と
言
え
ま
す
。

公
共
事
業
の
面
で
は
、
温
暖

化
の
影
響
に
よ
る
気
象
変
動

で
、
気
候
は
極
端
化
し
大
規
模

洪
水
が
今
ま
で
に
無
い
頻
度
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
政
府
は
「
国

土
強
靱
化
」
と
銘
打
つ
３
カ
年

予
算
を
設
定
し
ま
し
た
が
、
職

場
の
要
員
の
少
な
さ
も
あ
り
、

全
て
が
有
効
に
使
わ
れ
て
い
る

と
は
思
え
ま
せ
ん
。
ユ
ニ
オ
ン

の
発
足
当
時
、
日
米
構
造
協
議

に
よ
り
増
え
続
け
た
財
政
赤
字

は
、
今
で
は
１
０
０
０
兆
円
を

超
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
公
共
事
業
の
専
門
家

と
し
て
、
公
共
事
業
の
あ
り
方

を
考
え
る
必
要
が
有
り
ま
す
。

職
場
で
は
「
働
き
方
改
革
」

が
、
こ
の
「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
よ

っ
て
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
ま

す
。
具
体
に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題

が
多
く
指
摘
さ
れ
、
管
理
職
員

と
し
て
は
、
部
下
の
勤
務
時
間

管
理
も
困
難
と
な
り
、
メ
ン
タ

ル
も
含
め
た
健
康
状
態
の
把
握

に
も
問
題
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
超
過
勤
務

の
上
限
規
制
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
通
常
と
特
例
の
区
分

や
超
過
し
た
と
き
の
理
由
整
理

に
追
わ
れ
る
ば
か
り
で
、
本
質

的
に
人
が
足
り
て
な
い
こ
と
に

対
す
る
、
組
織
と
し
て
の
議
論

が
不
足
し
て
し
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
第
２
４
回
定
期
全
国
大

会
を
迎
え
ま
す
。
大
会
は
各
支

部
毎
に
集
ま
り
Ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催

し
ま
す
が
、
各
職
場
の
実
態
や

課
題
等
を
大
会
議
案
に
補
強
し

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
と
、
新

た
な
組
合
員
を
迎
え
、
私
た
ち

の
組
織
の
運
動
方
針
を
確
立
し

て
い
き
た
い
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
６
月
２
６
日
（
土
）
に
第
２
４
回

定
期
全
国
大
会
を
Ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催
し
ま
す
。
昨
年
度
も
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
一
同
に
会
し
た
大
会
と
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
多
く
の
組
合
員
か
ら
の
意
見
を
頂
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で

、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

公示

役員の任期満了に伴い、２０２１年度中央諸役員の選
出を行うので、下記のとおり立候補受付を公示します。
一、役員と定数

国交管ユニオン規約第２４条による
二、立候補の締切日

２０２１年６月２６日（土）
締め切り時間は中央選挙管理委員長より大会で提
案。

三、選挙
第24回定期大会議案採択後、大会代議員が投票
し、封書にて選挙管理委員長まで郵送し、中央選
挙管理委員長が開封する。

四、立候補の届出
立候補する者は中央選挙管理委員長宛に届け出る
こと。届出先は国交管ユニオン中央本部まで。

２０２１年５月３１日
選挙管理委員長

今
年
度
４
月
か
ら
特
殊
勤
務
手
当
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
災
害
応
急
作
業
等
手
当
に
リ
エ
ゾ
ン
業

務
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｃ
隊
員
が
、
地
方
公
共
団
体
の
対
策
本
部

へ
常
駐
し
て
連
絡
調
整
を
２
日
以
上
従
事
し
た
リ

エ
ゾ
ン
業
務
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
手

当
は
７
１
０
円
／
日
。

手
当
の
新
設
に
関
し
、
人
事
院
に
確
認
す
る
と

「
手
当
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
強
い
要
望
が
あ
り
、

予
算
上
の
措
置
が
可
能
か
ど
う
か
調
べ
さ
せ
て
頂

き
、
他
の
手
当
と
の
横
並
び
し
て
適
当
か
ど
う
か

判
断
し
て
、
措
置
さ
れ
た
。」
と
の
こ
と
で
す
。

金
額
的
に
は
他
の
災
害

応
急
作
業
手
当
と
同
額
で

あ
り
ま
す
が
、
管
理
職
員

へ
の
適
用
も
可
能
で
あ
り
、

Ｔ
Ｃ
Ｅ
業
務
に
関
し
管
理

職
員
の
要
求
が
実
現
し
ま

し
た
。

（国土交通省ＨＰより）



職
場
で
の
感
染
防
止
対
策
に

つ
い
て
は
、
６
２
％
の
職
場
で

十
分
な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
不
十
分
な
職
場
も

あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
業

務
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
会

議
の
中
止
（
４
８
％
）
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
の
実
施
（
８
６
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
テ
レ

ワ
ー
ク
機
器
の
配
備
が
な
い
状

態
が
３
０
％
と
な
っ
て
お
り
、

機
器
の
配
備
が
不
十
分
で
す
。

在
宅
勤
務
に
つ
い
て
は
、
８

２
％
が
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

在
宅
勤
務
日
に
出
勤
し
た
こ
と

が
あ
る
が
１
２
％
と
な
っ
て
お

り
、
管
理
職
員
の
感
染
防
止
対

策
が
取
れ
な
い
職
場
実
態
が
あ

り
ま
す
。

在
宅
勤
務
を
行
う
上
で
困
っ

た
こ
と
は
、
自
分
の
仕
事
が
進

ま
な
い
が
３
８
％
、
部
下
職
員

の
勤
務
状
態
が
把
握
出
来
な
い

が
２
７
％
で
あ
り
、
在
宅
勤
務

で
の
弊
害
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

在
宅
勤
務
を
行
う
中
で
の
効

果
は
、
長
時
間
通
勤
の
解
消
が

５
８
％
、
育
児
・
子
育
て
が
４

７
％
、
家
族
の
介
護
が
４
１
％

と
生
活
と
の
調
和
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
他
、特
徴
的
な
意
見
は
。

「
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
会
議
の
現

在
の
対
応
で
は
過
重
労
働
の
見

直
し
に
な
ら
な
い
」
「
在
宅
で

で
き
る
仕
事
が
な
い
」
「
現
場

対
応
が
あ
り
工
事
監
督
は
在
宅

が
で
き
な
い
」
「
単
身
赴
任
で

は
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
」
「
部

下
職
員
を
在
宅
さ
せ
る
た
め
自

分
は
在
庁
勤
務
に
し
て
い
る
」

「
仕
事
が
限
ら
れ
た
内
容
に
な

り
非
効
率
」
「
職
場
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
す
、
部

下
育
成
が
で
き
な
い
」
な
ど
、

多
く
の
弊
害
や
課
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
改
善
方
法
と
し
て
、

「
必
要
な
周
辺
機
器
の
貸
与
」

「
勤
務
時
間
の
管
理
方
法
の
検

討
」
「
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
な
く

す
」
「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
選
択
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
」
な
ど
が

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
が
取
り
組

む
要
求
項
目
は
、
仕
事
の
問
題

が
４
８
％
、
定
員
削
減
が
４
７

％
と
増
員
を
求
め
る
声
が
大
き

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
再
任
用
の
処
遇
改
善
が
３

５
％
、
定
年
延
長
が
３
１
％
と

６
０
歳
以
降
の
働
き
方
に
つ
い

て
改
善
を
求
め
る
声
も
大
き
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン

に
対
す
る
意
見
と
し
て
は
、「
女

性
職
員
の
活
躍
」
「
若
手
職
員

の
育
成
や
技
術
を
伝
え
る
取
り

組
み
」
「
給
与
の
地
域
間
格
差

の
解
消
」
「
管
理
職
員
の
過
酷

な
超
勤
に
対
す
る
手
当
」
な
ど

の
運
動
や
要
求
を
求
め
る
声
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
職
場
改
善
に
関
す
る

意
見
と
し
て
「
基
本
的
な
技
術

力
を
身
に
つ
け
て
い
な
く
、
無

駄
な
作
業
に
な
っ
て
い
る
」「
管

理
職
な
っ
て
の
１
年
目
は
不

安
」
「
４
５
歳
か
ら
５
０
歳
で

の
昇
格
展
望
が
見
え
な
い
」「
苦

情
対
応
、
危
機
管
理
対
応
な
ど

出
張
所
長
へ
の
負
担
が
大
き

い
」
「
係
長
ポ
ス
ト
の
新
規
採

用
職
員
本
人
も
周
り
も
苦
労
し

て
い
る
」
「
上
司
が
率
先
し
て

職
場
環
境
を
変
え
る
雰
囲
気
が

必
要
」
な
ど
の
声
も
あ
り
ま
す
。

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
こ
れ

ら
職
場
の
「
声
」
を
背
景
に
要

求
実
現
に
向
け
運
動
を
具
体
化

し
て
い
き
ま
す
。
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在宅勤務の環境整備が必要、在宅勤務の環境整備が必要、
様々な弊害が発生している様々な弊害が発生している

アンケートから見える
職場の実態（下）

約１７万名の署名を国会へ提出する
５月１９日に行われた「生公連署名」「体制拡充署名」

の国会議員要請に管理職ユニオンから星野事務局長が
参加しています。要請は、中央生公連の仲間のべ５０
人で衆・参全ての国会議員(710人)に対して紹介議員
への要請を行いました。昨年の通常国会では、新型コ
ロナウイルス感染症により、国会議員要請が十分にで
きないことなどから、約２年ぶりの要請を行いました。
「緊急事態宣言」下での要請行動であり、感染防止

に十分な配慮したうえで実施しましたが、面会拒否の
事務所もありました。全国各地の民間の建設労働者な
ど共闘する組合から、多数の署名が届いており、コロ
ナ禍で困難な取り組みでしたが署名数は、63,889筆(暫
定値)となっています。昨年の未提出分とあわせ、175,
006筆を今通常国会で提出することとして取り組んで
います。

国交省の体制不足を訴える
議員要請では、４月の地元要請で紹介議員の賛同を得
ている斎藤洋明議員（自民：比例 北陸信越Ｂ）との懇
談が実現しました。懇談は中央生公連の副議長、他２
名で行い、生公連署名の請願項目をはじめ新潟での豪
雪時の建設業の対応や、国交省の維持出張所の体制不
足、災害対応時の行政機関と地元建設業の連携・共同
を適正に行うためにも両方の技術力向上が必要と訴え
ました。
斉藤議員は生公連の主張に賛同し、「地元建設業の再

生、行政の役割発揮は重要で一体で良くする必要があ
る」と紹介議員を快諾していただいています。

写真と記事：中央生

公連「建設産別ニュ

ース」より編集
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